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平均体重3.4kgの家兎を用い warmischemic time 
(W 1 T) 60分(I群)， W 1 T90分 (1群)， WI T 
120分 (II群)を作製した。阻血前 (control)，血流再




であり先行液は0.5mM H C 1 1m Mβ-alanine，界面
活性剤としてO.5%hydroxypropyl methylcel1uloseを





methanol， 1.25m ME DT A)を1: 50 (試料:抽出
液)の比で加え氷冷中にて polytronにて homogenize





に採血し血中 pyruvicacid / lactic acid X 100を簡易
的に算出しP/L比とした。
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結 果 | 崎市立市民病院に勤務，昭和61年 4月 1日より研究生
1)腎組織ATP値の測定 | として長崎記念病院に勤務，昭和62年 4月 1日より研
I群 1日後には control値の70%以上の回復が見ら | 究生として宮崎病院に勤務，昭和62年1月 1日より医
れた。 I 員，昭和63年 4月 1日より研究生として長崎原爆病院
I群群と比較して回復は遅れているが 7日後には | に勤務，平成 2年 4月 1日より研究生として公立みつ
control値の80%以上の回復が見られた。 I ぎ総合病院に勤務して現在に至る。この間引き続き泌
皿群:1群， 1群に比較して回復は大きく遅れ 7日後 | 尿器科教室主任斉藤泰教授の指導を受けて，泌尿器科
でも control値の70%前後しか回復していない。 I学の研究に従事し，多くの業績をあげた。
2 )腎組織ATP値と血中P/L比及び血中LDH I 平成 3年 2月主論文「温組血腎の viadilityに関する
値との関係 | 実験的研究，等速電気泳動法による腎組織ATP値と
I群:組織ATP値と比較すると血流再開直前ではP I 血中ピルビン酸/乳酸比の関係について」を完成し参
/L比の低下は control値の68%にとどまってお | 考論文3篇を附して長崎大学大学院に医学博士の学位
り，血流再開後には組織ATP値の回復に伴って | を申請した。長崎大学大学院医学研究科委員会は，こ
P/L比も回復している。 Iれを 2月20日の定例委員会に付議し，論文内容の要旨
I群:組織ATP値と比較すると血流再開直前では P I を検討し，研究歴の審査の結果受理して差支えないも
/L比の低下は control値の59%にとどまってお | のと認めたので，上記の通り審査委員を選定した。委
り，血流再開後には組織ATP値の回復に伴って | 員は主査を中心として慎重審査の上，平成 3年 4月17
P/L比も回復している。血中LDH値は P/L I 日定例委員会でその結果を報告した。
比に比較して遅れて反応する傾向があり P/L比 | 主論文は温阻血腎の viabilityを判定するために，直
ほど組織ATP値を反映していなしユ。 I 接的方法として腎の組織ATP値を等速電気泳動法で
II群:血流再開直前では 1，I群と異なり組織ATP I 測定し，間接的方法として細胞内酸化還元状態を血中
値に相関して有意に (P<0.05)低値を示した。 I ピルビン酸/乳酸比 (P/L)で簡易的に算出し mito-
血流再開後は組織ATP値の回復に伴って P/ L chondriaの障害の程度の相関について検討した。
比も回復している。血中LDH値はI群同様P/ I 平均体重3.4kgの家兎を用い，温阻血60分群を第 1群，
L比ほど組織ATP値を反映していない。 I 温阻血90分群を第I群，温阻血120分群を第皿群とし，
結 語 | 阻血前(コントロール)，血流再開直前，血流再開 1時
温阻血腎の組織ATP値を等速電気泳動法にて経時 | 間 2時間 1日 4日 7日に夫々腎組織を採取し，
的に測定し同時に血中P/L比と検討し以下の結果を | 同時に採血を行った。腎組織ATPは等速電気泳動装
得た。 I置 (LKB2127)を用いて測定し，採血した血中のピ
(1) 等速電泳動法はATP測定方法として手技も簡 | ルピ ン 酸 群 で は 腎 組 織ATP値が温阻血によって
便で測定時間も短いが組織採取という侵襲的方法 | コントロールの10%迄低下し 1日後にはコントロー
に問題があった。 I ル値の70%以上に回復し，血流再開直前のATP値は
(2) 1群， 1群， II群ともに血流再開直前の腎組織 I I群， II群ともコントロールの10%であったが，血流
ATP値は control値の約10%に低下し血流再開 | 再開後のATP値の回復は，阻血時間の長さに比例し
後に回復し，その回復は阻血時間の長さに関係し | て遅くなった。 P/L比では I群で血流再開直前がコ
た。 I ントロールの68%，I群で59%，I群で35.3%なり，
(3) 血中P/L比はすべて腎由来とは限らず，直接 | 血流再開後はATP値の回復と同じような経過で回復
腎の mitochondria機能を反映していないと思わ | がみられ，長時間の温阻血が加わった時には，
れるがW1 T120分では mitochondriaの障害を mitochondriaの障害の程度を反映していることが判
十分反映した。 I明した。 LDHの上昇は P/L比程mitochondria障
(4) 血中LDH値は P/L比ほど mitochondria障 | 害を現していなことも判明し，温阻血腎の viabilityを
害を反映しなかった。 I みる方法として組織中のATPを等速電気泳動で測定
論文審査の結果の要旨 | することは有用であり，簡便法として P/L比を測定
浦俊郎は昭和57年 3月31日久留米大学医学部を卒業 | することでも障害を予測可能であると結論された。
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